
田
畑
政
治
は
明
治
31
年
、成
子
町（
浜
松
市
中
区
）

で
誕
生
し
た
。体
が
あ
ま
り
丈
夫
で
な
か
っ
た
た
め
、

幼
少
期
か
ら
浜
名
湖
で
泳
ぎ
鍛
え
て
い
た
と
い
う
。

地
元
中
学
の
卒
業
生
に
よ
り
創
立
さ
れ
た「
遠
州
学

友
会
水
泳
部
」に
入
会
し
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
。選
手
と
し
て
も
活
躍
で
き
る
よ
う
に
ま
で
な
っ

た
も
の
の
、悲
運
に
も
大
病
を
患
い
、断
腸
の
思
い
で

選
手
を
引
退
し
、指
導
者
に
転
身
す
る
。そ
し
て
、地

元
の
小
さ
な
水
泳
部
の
運
営
か
ら
全
国
大
会
の
開

催
、つ
い
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
と
世
界
に
活
躍
の
場

を
広
げ
て
い
く
。

だ
が
、戦
時
中
、軍
部
の
統
制
下
に
あ
っ
た
日
本
は
ス

ポ
ー
ツ
自
体
が
禁
止
さ
れ
、戦
後
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組

織
委
員
会
を
発
足
し
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、国
際
社

会
か
ら
日
本
の
出
場
を
拒
否
さ
れ
る
な
ど
、散
々
た

る
状
況
に
。そ
ん
な
苦
難
を
乗
り
越
え
、1
9
4
8

年
日
本
水
泳
連
盟
の
会
長
に
就
任
す
る
。翌
年
、

国
際
水
泳
連
盟
へ
の
復
帰
を
果
た
し
、全
米
水
泳
選

手
権
に
古
橋
廣
之
進
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
人
選

手
の
出
場
を
実
現
。古
橋
は
驚
異
的
な
世
界
新
記

録
で
優
勝
し
、日
本
人
の
地
位
向
上
に
貢
献
す
る
。

1
9
5
8
年
以
降
、田
畑
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致

に
向
け
た
準
備
委
員
会
を
牽
引
し
、組
織
委
員
会
事

務
総
長
と
し
て
、悲
願
の
招
致
に
成
功
し
た
。

歴史に名を残した一流
水泳の聖地 浜松・浜名湖の英雄

田畑政治

世
界
記
録
を
33
回
更
新

敗
戦
国
に
勇
気
を
与
え
た

伝
説
の
ス
イ
マ
ー

1
9
6
4
年 

日
本
初
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

招
致
し
た
男

古
橋
廣
之
進
は
昭
和
3
年
、雄
踏
町（
浜
松
市

西
区
）で
誕
生
し
た
。当
時
の
浜
名
湖
で
は
、伝

統
的
に
遠
泳
が
行
わ
れ
、小
学
生
は
遠
泳
を
す

る
の
が
当
た
り
前
だ
っ
た
。そ
ん
な
中
で
も
古
橋

は
将
来
を
期
待
さ
れ
る
ス
イ
マ
ー
だ
っ
た
が
、戦

争
の
激
化
と
事
故
に
よ
る
左
手
中
指
切
断
と
い

う
悲
運
に
見
舞
わ
れ
、一
時
水
泳
を
諦
め
る
。し

か
し
、終
戦
を
迎
え「
ハ
ン
デ
は
工
夫
で
克
服

し
、魚
に
な
る
ま
で
泳
ぐ
」と
再
び
水
泳
に
打
ち

込
み
、大
学
対
抗
水
泳
大
会
や
国
民
体
育
大

会
、学
生
選
手
権
で
優
勝
。そ
し
て
敗
戦
国
と

し
て
参
加
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
ロ
ン
ド
ン
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
代
わ
り
開
催
さ
れ
た
、日
本
水

泳
連
盟
主
催
の
日
本
選
手
権
大
会
に
出
場
。

1
5
0
0
m
自
由
形
で
世
界
新
記
録
を
樹
立

し
た
。こ
れ
は
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
金
メ

ダ
リ
ス
ト
を
40
秒
以
上
も
上
回
る
記
録
で
あ
っ

た
。そ
の
後
も
、数
々
の
大
会
で
世
界
新
記
録
を

更
新
し
続
け
、敗
戦
国
日
本
の
威
信
を
高
め
、国

民
に
勇
気
を
与
え
た
。引
退
後
も
、日
本
水
泳

連
盟
の
会
長
、日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
会

長
、ア
ジ
ア
水
泳
連
盟
会
長
な
ど
を
歴
任
し
水

泳
界
を
支
え
た
。

Tabata Masaji

（1898～1984）

歴史ある水泳文化を後に継ぐため
トライアスロンスクールを開校

疋田浩気さんは競泳選手として、第1回東ア

ジア大会で銀メダル、世界水泳福岡大会

25kmでアジア人1位を獲得するなど活躍し

た。その後、トライアスロンに転向し、ワールド

カップ日本代表に選ばれ、数々の大会で

優勝の実績を持つ。

歴史ある浜松の水泳文化と、活動が盛んな

陸上競技と自転車を組み合わせたトライア

スロンは、まさにこの地で次世代に繋げてい

くべきスポーツ。そのためには本気で取り組

むスクールが必要だと、自らハイドロパワート

ライアスロンスクールを設立。最初はわずか

数名だったが、12年経った今、約60名の選

手が所属している。浜松の地でトライアスロ

ンをもっとメジャーにするために、自らも45

～49歳のエイジカテゴリーでのトライアスロ

ン世界チャンピオンを目指している。

競泳国際大会代表選考会やシンクロナイズ

ドスイミングＪＡＰＡＮ OPENなども開催された。

国際規格の50mプールや飛込プールがあ

りながら、市民の健康増進のためのフィット

ネス・レジャー・リラクゼーションスポットと

しての各種施設も併せ持ち、多彩なスクー

ルも実施している。

ここで毎年夏に行われる、古橋廣之進の名

を冠した小学生の全国大会「とびうお杯全国

少年少女水泳競技大会」や、浜松市内すべ

ての小学校が必修とする「30分間回泳」は、

水泳の聖地の伝統行事である。

田畑政治や古橋廣之進の想いを未来へ繋ぐ
今もなお「浜名湖遠泳」を続ける伊目小学校

浜名湖畔に位置する細江町気賀の「伊目小学校」では、浜名湖での遠泳大会が伝統行事と

なっている。1kmと500mのコースがあり、5回にわたる遠泳検定に合格した4年生以上の児童

が参加する。そして先生や親のみならず地域の人たちが、安全に遠泳ができるように入念に浜

名湖の水質検査や清掃活動を行い、当日は船も出す。「子どもたちに心身ともに強くなってほし

い、自然の素晴らしさと達成感を肌で感じて、自信をつけてほしい」との願いから、今も毎年夏

に実施されている。　 問／伊目小学校　☎053-523-0253

日本水泳界に革新をもたらした浜松出身の英雄。それは東京オリンピック開催

のキーマンだった「田畑政治」と“フジヤマのトビウオ”と称賛された世界的スイ

マー「古橋廣之進」だ。2019年の大河ドラマ「いだてん」は、1912年の日本のオリ

ンピック初参加から1964年の東京オリンピックが開催されるまでを描いたも

ので、主人公の１人として田畑政治が取り上げられる。彼を師として仰ぎ、大活

躍したのが古橋だ。2020年の東京オリンピックを控えた今、大注目の2人である。

Swimming

TOPICS

TOPICS

受け継がれるレガシー❶

受け継がれるレガシー❷
一流トライアスリート 疋田さん

問／古橋廣之進記念
浜松市総合水泳場 ToBiO
☎053-489-5463

古橋廣之進記念
浜松市総合水泳場ToBiO
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浜松一中（現・浜松北高）→
東京帝大（現・東京大学）→
日本水泳連盟第2代会長→
日本オリンピック委員会第10代会長

古橋廣之進
Furuhashi Hironoshin

（1928～2009）

浜松二中（現・浜松西高）→日本大学→
日本水泳連盟第7代会長→
日本オリンピック委員会第13代会長


